
一14一

最近北上山地で見つかった新しいマンガン鉱物

その1南部石(n伽bu肚e)

はじめに

これまでに北上山地で見つけられた新鉱物といえば

1961年に渡辺武男らが野田玉川鉱山から吉村石(yos吐

muraite)を報告したのにつづいて1967年から69年にか

けて南部松夫らが小晴鉱山産の万次郎鉱(manjir6-

ite)赤金鉱山産の赤金鉱(akaganeite)田野畑鉱山産

の神津閃石(k6･u1ite)を相次いで報告している.これ

ら4種のうち赤金鉱は鉄鉱物だカミそのほかはどれもマ

ンガン鉱物である.これらの鉱物のあらましはIntr0･

�捴楯��慰慮��楮敲�猨�漱�楣�卵��潦

Japan,1970)にまとめられている.

さて筆者は北部北上山地の岩泉帯を中心とする地

域で産出するマンガン鉱物を研究するうちにつぎのよ

うな2種の新しいマンガン鉱物を見つけた.ひとつは

バラ輝石(rhOdOnite)の親類にあたりリチウムとナト

リウムを含む南部石(nambu1ite)もうひとつはマン

ガン金雲母(manganOanph10gopite)の親類でバリウム

に富む脆雲母の木下石(kinoshita1ite)である.

南部石は1971年に青木義和(元鉱床部現在九州大

学)･前田憲二郎(技術部)の諸氏と筆者によってま

た木下石については1973年に前田憲二郎･加藤敏郎

(山口大学)･渡辺武男(秋田大学)･由井俊三(同)･加

藤昭(国立科学博物館)･長島弘三(東京教育大学)の諸氏

と筆者の連名でそれぞれ国際鉱物学連合新鉱物･鉱物

名委員に新鉱物の提案をし鉱物名も含めて承認された.
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第1図舟子沢鉱山の位置

吉井守正

今回はまず南部石の性質や特徴のあらまし発見の

いきさつなどについてお話しじよう,なお南部石の

詳細についてはYos亘II,AoKIandM畑DA(1972)と

吉井･青木･前日ヨ(1973)の論文がある.

南部石の名前は東北大学選鉱製錬研究所長でマン

ガンの鉱床や鉱物の研究で功績の高い南部松夫博士の

御名に由来する.

1.産出地と産状

盛岡を出た東北本線の下り列車が北上川を水源まで

のぼりつめ今度は八戸へそそぐ馬淵川の水系へかけお

きんたいち

りるとやカミて金岡一に着く.ここからバスで東へ約

2時間走りふたつ目の峠をくだると源同ヨという部落が

ある.バスをおりて沢沿いの道を南へ2たmほど入

ると舟子沢マンガン鉱山にたどりつく.ここは岩手

県九戸郡大野村で青森との県境に近く北上山地の最

北端部にあたる(第1図).

南部石はこの鉱山で見つかった.ここに産出する

鉱石はブラウン鉱(bramite)を主とする.その層

状鉱床を貫く細脈の中に南部石が産出した.南部石は

赤褐色の粗い結晶をして脈の中心部に集り曹長石

(a1bite)やネオトス石(neotocite)を伴っている.脈

壁の部分はおもに菱マンガン鉱(rhodOchrosite)が埋め

ている.南部石標本の写真を第2図に示す.

第2図南部石の標本.柱状の鉱物が南部石でこの標本ではピッチ

状のネオトス石に埋められている.標本の横の長さ約10㎝.
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策1表舟子沢鉱山産南部石とバラ輝石の化学分析値
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第2表舟子沢鉱山産南部石とバラ輝石の物理的･光学的性質の比較
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�南部石�バラ輝看

比重/㌶�3.51�3.62

���㌮�

硬度�6.5�6.5

晶癖�柱状�粒状

色�赤褐色�紅色

屈折率��

α�1.707�1.724

β�1.710�1.728

γ�1.730�1.736

γ■α�0.023�0.012

光軸角2V(十)�30｡�80o

分析:技術部前田憲二郎

2.化学組成

南部石の化学分析値は第1表とお'りでこの結果か

ら化学式はLiNaMnsSi1,028(OH)2とたる.すなわ

ちひと口でいうとリチウムとナトリウムを含むマン

ガン珪酸塩である.上の式は金属イオンを"で表

わすと〃･･Sim叫または(〃SiO･)1･となるので組成

から輝石の仲間であろうと考えられる.輝石の仲間で

マンガンを多量に含むものにはバラ輝石･パイロック

スマンガン石(Pyroxmangite)･セランド石(serandite)

そのほかがある.

あ･と■で述べるけれども結晶構造的た比較も行なった'

結果南部石はバラ輝石にもっとも近くバラ輝石の

カノレジウムを.リテ.ウムとナ;トｰリウムで置き換えた鉱物と

考えた.これはバラ輝石の分析値をみると一般に

CaOが2～7%含まれるのに南部石では0.8%と乏

しい事からの解釈である､

騨石峨れるリチウムとナトリ州ま互い碑㌧､､

鱒幣桃めでは狂いかという問題カ1ある･沖一､.

につ響下は両者のイポシ半径が･それぞれ一〇･6醜1と

O.97へ干がなりちカミっているしこれまでほかの鉱物で'

㌘簑㌶二んどないので置換関綱まない㌧･

3.物理的･光一学海岸質

南部石の蹄は壌色を帯脈赤褐色でガラス光沢を;

もっている一見つかうた挿晶ぽj柱状幸粗い毛のカミ多

く卒かには長さ8m叫そこ厚苓もゐもあ?二た..へき開

は{Og1}に完全{010}ど{岬0}に良好であるぺ

結晶の形は第2図のとおりであ'る､

薄片を顕微鏡で観察すると南部刷まバラ輝石に似て

いる.屈折率はα=1,707β=1,710γ=1,730で

これらをバラ輝石と比べると南部石はバラ輝石よりも

αとβの値カミ低く光軸角は2V(十)=30｡とかなり小

さい.複屈折はγ一α=0,023で大きいので干渉色も

･バラ輝石に比べて高い.南部石と舟子沢鉱山産のバラ

｡輝石を比較したものを第2表に示す.

4.格子定数

南部石の結晶は三斜晶系に属し格子定数α｡=7,621

あ｡=11.7616｡=6,731Aα=92.46'β賞95叩51

γ=106.52'V=573.4A3で単位格子中の分子数Z=1

比重計算値Gca1c･=3.49空間灘1)1またはP1である.

第3表で南部石とそれに近い鉱物の格子定数を比べ

てみる.格子定数の上では南部石はバラ輝石のほ

かマンガンバビングトン石(babingtonite)にも似七いる.

マンガンバビングトン石は.'しかし〃;8Si10030という

形の化学式をも｡ち(ついでにイネス石(inesite)は"｡Si一｡

030の形である)南部石と一は異っている.したカミっ

て結晶構造の上でも南部石はバラ輝石ともっと晃近

い関係にありそうだ

5:いきさつ

一1967年々ことである.舟子沢鉱山を訪ねたとき箏

1群所の戸棚の中に赤褐色の粗い結晶をした鉱物が目にと

辛っ乍･.一見バラ輝石に似たこの美しい鉱物を所長の

二;二大貴嘉造氏にねだってわけてもらった.粗くてきれい

1:な結晶だしとにかくちょっと調べてみよう.毛んな

程度の発端であった.

とにカ㌣'持ち帰った23個の標本から薄片を作っ

石もらって鏡下観察をしてみた･コノスコｰプ像を

'出すと..アイソジャイアｰがぐにゃっと曲って光軸

角が子さいことを示している.ユニバｰザノレステｰジ

･で光輪角を測定するど･2V(十)=30｡でバラ輝石が6ぴ�
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策3表南部石とそれに関係す

る鉱物の化学式と格子定数

鉱物名�化学式�α0�あO�60�α�β�ヨ■�αo/ろ｡�6./あ｡

1.南部石�LiNaMn8Silo028(OH)2�7,621A�11,761A�6,731A�92.46■�95.05■�106.52■�O.648�O.572

2｡バラ輝石�CaMn4Si5015�7.708�11.86�6.710�92.39■�93.54!�104.35ノ�O.650�O.566

3.パイロツクスマンガン石�(Ca,Mg)(Mn,Fe,Mg)芭Si7021�7.557�15.99�6.671�94.♂�94､ぴ�91.γ�O.473�O.417

4.ペクト石*�C助NaSi808(OH)�7.04�7.99�7.02�95.17'�90.03■�102.28∫�O.881�O.879

5.イネス石�Ca2Mn7Silo028(0H)2･5H20�8.927�9.245�8.842�96.51■�95.26'�85.38'�O.966�O.956

6.マンガンバビングトン石�Ca4(Mn,Fe)22+Fe男8+Silo028(OH)男�6.88�11.80�6.77�90回30■�93030■�104.54■�O.583�O,574

*セランド石の化学式はMn,NaSi曲Oo(0H)���������

�

*セランド石の化学式はMn里NaS1畠08(OH)

文献:1,2.吉井･青木･前禺(1973),3.L趾趾U(1959),4.

BUER佃R(1956),5.

'以上であるのに比べて大変小さい.光軸弁が小さいの

､でこの鉱物はパイロックスマンガン石の疑いカミでてきた.

X線粉末回折を行なった.粉末回折のパタｰンは

低角度の側ではバラ輝石に似た回折線カミありまたパ

イロックスマンガン石に一致する回折線もあるなどして

まことにふしぎなバタｰンが得られた.しかしよく調

べるとそれは単なる両者のまざりではなくこの鉱物独

特のパタｰンであることカミわかった.こうなって来る

と是非知りたいのは化学組成だ.それには試料の量が

たらない.

翌年の奉筆者は舟子沢鉱山へ飛んだ.化学分析用

の試料を得るためにである.残念狂ことにこの変な

鉱物の脈を産出した下4坑はそのときすでに水没して

いた.このため南部石の産状を直接見る機会も現場

で採集する機会も得られなかった.大倉氏カミ保存して

,おられた標本の中には紅色をした粗粒のバラ輝石がま

じっていたがこれと南部石の派との関係もわからない

ままだ.産状についてはすでに述べたけれどあれは

大倉氏の言と標本の観察によるもの匁のである.とに

かく大倉氏に再びねだって事務所

RYALLω"1.(1968),写.VIN0G趾D0vム切ω1.(1966)

試料を分離精製して化学分析を技術部の前岡技官に

依頼した.また単結晶のX線回折写真をプリセッショ

ン法で撮ることにしこれを青木技官(当時)に依頼し

これらの人々との共同研究に乗り出した.

三斜晶系というのカミこんなにやっかいなものとは

それまで知らたかった.αみ｡軸の長さがみなち

カミうのはよいとしてこれらが互いに直交せずゆがん

だ空間を作っているのは第1に頭に描きにくい.プ

リセッション写真を撮るにしても格子定数が未知なば

あい結晶軸の方向をさぐりあてるのは大変だった.

三斜晶系のばあいはいわば軸はどのようにでも取れる

わけで同じ鉱物でも文献によってまちまちになってい

るのも困ったものだ.三斜晶系の軸を一義的に決める

ものに既約格子がある.南部石の格子定数は既約格

子によるものだ.南部石と比較する鉱物も原著の格

子定数を既約化しておいた(第3表).この変換のため

の計算や南部石の格子定数の精密化と指数付けには

電子計算機を使った.とにかく三斜晶系の結晶はや

っかいだ.

にある限りの標本をすべてもらい受け

た.舟子沢鉱山はこの時を最後に閉

山してしまった.

第3図

南部石結晶の形状

鉱床部遠藤祐二技官原図

第4図

南部石の顕微鏡写真

Na:南部石Ne:ネオトス

石A:曹長石�
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三斜晶系の結晶の外形を調べたりプリセッション写

真を読んだりするときに結晶軸や軸角関係カミとうたっ

ているかを見定めるのに便利な方法を考えついた.α

ろ6の各軸の向きを知るのにフレミングの左手則の

よう衣指カ茎まえをする.このとき親指･人さし指･

中指のそれぞれカ重この順に0あω軸の向きを示

めす.(覚え方:“親"は“主人"だから主軸(6軸)

以下指の順にろ→α)これはもちろん逆格子のぱあ

いにも適用されるしちょっと便利だ.

さて1969年の初秋のことであった.前田技官から

電話カミあった.リチウムカミ成分として含まれていると一

いうのだ.どうやらこの変な鉱物の正体がわか.つで来

たようだ･前田技官は納得のいく事で何度も分析をく

り返しその気迫と執念はすごいものがあった.機器

分析も動員された.これには技術部の東野徳夫技官と

同じ｡く寺島滋技官をわずらわした.試料の追加を請求

されてもともと手持が少ないので分析結果が出たと

きには全部校くなりまぼろしの鉱物になるのではない

かなど考えてひやひやものであった.

リチウムを含むマンガン珪酸塩というのはざらには

たい.筆者は従来の報告例を片ぱしから当りて比

べてみた.ひとつだけ南部石によく似たものが残っ

た.その鉱物はHydro･hodoniteである.結晶は赤

褐色で比重カミ2.7化学分析値をみるとLi･01.23%

とリチウムを含んでいる.Mn030.83%Si0244.07

%たので組成はどうやらバラ輝石に近い.これらの

点では南部石とよく似ている.しかしMg06.98%と

マグネシウムに富むのは特異でまたもっとも特徴的な

のはH.O,11.84%と水に富むことである(この化学分

析値については吉村(1967)267頁第145表参照).

水は結晶水として付いているものとして筆者カ主化学式

を作ってみると(Li,Ca)MgMn3Si50｡皇(OH)･4H20に

近いものとなった.しかしこの鉱物が報告されたのは

1875年でX線の発見された1895年より20年も古い.

そしてその後の研究も狂いのでこの鉱物と南部名を

これ以上詳しく比べることはできなかった.結局結

晶水の付いていることがhydrorhodoniteの特徴のはず

であるがその点からは南部石は大きく異なると考

えてこの鉱物との比較はそれまでとした.

このようにして共同研究者はじめ多くの人々の協力

のもとに1971年の早春にやっと鉱物の性質を記載す

るに足るデｰタカ油そろった.この鉱物カミ新鉱物に

値するかどうかは自分で考え迷うことでなく専門家

の判断にゆだねる方カミ早道である.だめでもともとな

のであってよしんばバラ輝石の変種という形におさ

まったにしても珍らしい鉱物が産出した事にはちがい

になくそれが記載されたデｰタは残るのである｡こ

う考えれば気も楽だ.

さっそくデｰタを国際鉱物学連合新鉱物･鉱物名委

員会の国内委員会へ持ち込んだ.これらの投票の段階

に放って国外でも値とんと同じような鉱物の研究が

進められているのを知った.ある先輩から新鉱物カミ

出るときは重なって出るものだと聞いてそんなも

のかと大して気にもとめていなかったがこれは本当の

ようだ.筆者らは幸運であったといえよう.

ともあれ難産でへとへとになったけれど筆者のカ

不足は多くの人々に支えられてみちのくの南部地方か

ら南部博士にちなむ南部石を産み出すことができた.

(禦者は鉱床部鉱物研究課)
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